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＜社内報アーカイブス・エポック編＞
～ 今回の企画の背景 ～

今年の4月、清水さんからの依頼を受けて入社以来ずっと保存してあった社内報の
バックナンバーすべて（昭和47年入社～平成14年早期退職まで）を物置から引っ張
り出しました。当初の目的の「高柳先生に関する記事」を調べながら、懐かしい記
事や記念すべき出来事などが出てきて、興味深く読み出してしまうことも・・・。
特に知人の掲載記事を見つけると、今更ながら新たな事実を知ったりして、時間の
かかる作業ながらも楽しいひとときが経験できました。

そんなことを清水さんに話したところ「今となっては貴重な社内報バックナン
バーから高柳先生に関する記事だけのピックアップはもったいない。別のテーマと
して、ビクターの歴史に残る新技術開発や新商品発売など記念すべき記事も入れた
らどうか」と次のテーマが提案されました。私は「エポック関係は難しいよ。選択
の判断基準が個人的になるし、掲載記事は必ずしも重要性にリンクしてないことも
あるから」とあまり前向きではありませんでした。

一方で、私自身が退職前の約9年間、広報室で社内報を担当したこともあり、自身
が製作した社内報を見ると、当時の情景などが懐かしく思い出されました。中でも、
社員の皆さんにここだけはぜひ伝えたいと強い思い入れをもって書いた紙面を見る
と、新鮮な記憶が蘇り感慨無量でした。そんなことから考え方を改め、清水さんの
要請に応え、「エポック関係の記事」のピックアップに新たに取り組むこととし、
今回（8月アップ分）の企画となったわけです。

上述のように選択の判断基準は難しいため、誠に勝手ながら私（西郷）の独断で
ピックアップさせていただきました。出来る限り事業分野全体をカバーし、オー
ディオ・テレビ・ビデオの主要部門は公平性を意識しましたが、多少の偏りや全体
の記事数の関係でカットしたものもありますので、何卒ご了解ください。

また「エポック関係」を探し始めると、単に「技術開発や商品」に留まらず「経営
体制等の記事」も含めたいと思い始め、清水さんと相談して＜社内報アーアイブス
＞の最後の9月アップ分は「エポック関係（経営編）」を予定しています。

2015年（H27）8月 西郷 治男

●昨年末、30年ぶりにCD-４ディモ
ジュレータ（CD4-1）と4chアンプ
（MCA-V9）をメンテして中央ラッ
クに追加。やっとCD-４が再現でき
るようになりました。
※ 写真はLP中心に聞く部屋ですが、
CD中心に聞く別システムのオーディ
オルームもあります。
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NO. 西暦 年　月　日 発行NO. 面（頁） タ　イ　ト　ル

1 1973 大和 S48.9 233 グラビア 写真で見るわが社戦前史 （昭和2年創立～昭和20年まで）

2 1973 大和 S48.9 233 21-23 わが社のオーディオ開発史を知ろう、0.002ﾐﾘに1年間苦しむ

3 1972 S47. 5.16 81 2 ｺﾝﾎﾟ7機種いっせい発表､音場再現を徹底追求､SX-3は業界最高

4 1972 S47.11.16 93 3 CD-4が機械振興協会賞うける、世界の商品裏付けに

5 1973 S48.  3. 1 100 1 CD-4世界戦略さらに前進､WEAｸﾞﾙｰﾌﾟ（米最大ﾚｺｰﾄﾞ会社）採用

6 1973 S48.10. 1 114 2 商品群のﾗｲﾝｱｯﾌﾟ強化､ｽﾃﾚｵさらに充実､ｺﾝﾎﾟとDFｼﾘｰｽﾞ

7 1974 S49.  7. 1 134 4-5 発売3年で世界のCD-4へ、強く大きく育てよう

8 1974 S49.10.11 143 4-5 不滅の名器SX-3はやくも10万台突破、音のビクターここにあり

9 1976 S51. 9.16 189 1 本格的小型家庭用ﾋﾞﾃﾞｵｶｾｯﾀｰHR-3300､画期的VHS方式

10 1976 S51. 9.16 189 6-7 ﾍﾞｰﾙ脱いだ新ﾋﾞﾃﾞｵ､小型高性能に関心集中､家庭にうるおい

11 1977 S52. 3.16 200 1 VHS全国市場導入へ､わが社が小型ｶﾗｰVTRの底流つくる

12 1977 S52. 9.16 211 6-7 50年の歩みの中で・・・（ﾚｺｰﾄﾞ､ﾗｼﾞｵ､ｽﾃﾚｵ､PG/PA､TV等商品）

13 1978 S53. 6. 1 227 4-5 世界の期待にこたえたVHSはいま・・・欧州で大好評

14 1978 S53.10.16 235 1 企業姿勢示す技術・VHD/AHD（ﾋﾞﾃﾞｵｵｰﾃﾞｨｵﾃﾞｨｽｸ）開発発表

15 1979 S54.　3.16 244 1 ﾒﾀﾙﾃｰﾌﾟ対応ｶｾｯﾄﾃﾞｯｷKD-A5､NO.1の座に、ﾃﾞｯｷ市場に大旋風

16 1980 S55.  1.25 263 1 VHD　標準規格として提案、松下電器産業と共同発表

17 1980 S55.　3. 1 265 1 VHDを積極推進、ｴｼﾞｿﾝ100年、絵の出るレコード 

18 1981 S56.　9. 1 296 2 カラーもシステム時代へ、音声多重AV-20、9/1発売

19 1981 S56.　9.16 297 5 VHSテープ増産へ、Ｖマグネ（水戸工場隣接）で原反生産も

20 1982 S57.　1. 1 304 6-7 新しい年、新しいAVライフの創造を目指して､DO! NETWORK （AV-20見開き広告）ﾃﾚﾋﾞ事業部がﾈｯﾄﾜｰｸｼﾘｰｽﾞを大ヒット商品に

21 1982 S57.　6. 1 312 1 夢の超小型ﾋﾞﾃﾞｵ（VHS-C）発売、世界最小最軽量､従来と互換性

22 1983 S58. 3.16 328 1 VHDﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｨｽｸ200ﾀｲﾄﾙとﾌﾟﾚｰﾔｰ登板、幅広い作品群

23 1985 S60.7.1 374 1 VHSが信頼築いて10年目へ、激しい開発競争の中でたくましく育つ

24 1986 S61. 3.16 388 1 VHSﾑｰﾋﾞｰGR-C7に熱い視線で大反響、小型軽量・高画質 1/8発表、2/27市場導入、期待高まるC7は緊急増産体制で対応

25 1986 S61.11. 1 401 1 業界一のCD生産体制を実現、林間工場の新CD棟稼働 最新鋭設備で月産330万枚（横浜＋林間）、世界最高水準の品質

26 1987 S62.　4.16 410 1 高画質ﾋﾞﾃﾞｵS-VHS発売、近未来の映像文化構築に大きく貢献

27 1987 S62.　3. 1 407 1 待望のDATﾃﾞｯｷ発売へ、ｵｰﾃﾞｨｵ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾃｰﾌﾟの技術を総合

28 1988 S63.　3. 1 427 1 ｵｰﾃﾞｨｵ拡売にﾊﾟﾜｰ全開、ﾐﾆｺﾝ､単ｺﾝ､ｾﾞﾈﾗﾙｵｰﾃﾞｨｵに強力商品

29 1989 H 1. 1.25 446 7 ﾋﾞﾃﾞｵ生産3000万台達成、社長､副社長も出席して喜びのｾﾚﾓﾆｰ

30 1990 H 2.11. 1 483 1 部品事業の新展開、キーパーツを商品力の決め手に

1/21､ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｨｽｸ標準方式にVHD提案発表会（東京･大阪）

東京､大阪で説明会、VHDの多機能性強調、方式別比較

5/26､VHS-C発表、国内外で期待と注目､12社が規格合意

エポック関係 社内報　記事リスト（１） ＜大和 (昭29～48)＞ ＜ビクター時報 (昭44～平3)＞

11/6我が国工業技術最高賞の機械振興協会賞を受賞

記　事　内　容

S46.6発売以来3周年、007開発メンバーや関係者の感想

ﾋﾞﾃﾞｵ､ｵｰﾃﾞｨｵ用高密度ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｨｽｸｼｽﾃﾑを開発、9/28発表

業界ﾄｯﾌﾟで11月発売したﾒﾀﾙﾃﾞｯｷはﾃﾞｯｷ市場に重大なｴﾎﾟｯｸ築く

2/21日米同時発表、WEAが4ｃｈCD-4方式の採用決定

昭48.9月に創立46周年を迎え、創立時から昭20年までの歩み特集

わが社の46年間は音作りの歴史､LP・EPﾚｺｰﾄﾞ開発､ｽﾃﾚｵ発売等

創立50周年を迎え､各事業毎に記念すべき商品を振り返る

ﾁｭｰﾅｰ､ｱﾝﾌﾟ､ﾌﾟﾚｰﾔ､ｽﾋﾟｰｶなどCD-4関連技術を生かして商品化

ｱﾝﾌﾟJA-S1､ﾁｭｰﾅｰJT-V7他､ｾﾊﾟﾚｰﾄ4ﾁｬﾝﾈﾙDFｼﾘｰｽﾞ4機種新発売

部品事業の現状と戦略的な連携で再構築､飯島取締役のお話

3/15､VHDｿﾌﾄ披露会でｿﾌﾄ､製作､流通､出版など多方面

ﾋﾞﾃﾞｵ､ｶﾒﾗ､ｵｰﾃﾞｨｵｼｽﾃﾑ対応で21万円､黒いTVで話題の新ｼﾘｰｽﾞ

拡大するVHS市場に対応し､VHSﾃｰﾌﾟ大増産体制（来春初め8割増）

CDﾗｼﾞｶｾ､ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾎﾟ､K2搭載CDﾌﾟﾚｰﾔｰ､高性能ｱﾝﾌﾟ、ｽﾋﾟｰｶｰ等

1/12､横浜1工でS51.9月生産開始以来3000万台､関係者一同で祝う

1/8開発発表したS-VHSﾋﾞﾃﾞｵ第1弾HR-S7000､4月発売（Sﾃｰﾌﾟも）

3/23､DATﾃﾞｯｷとDATﾃｰﾌﾟ発売、他社も発売(松下､ｿﾆｰ､ｼｬｰﾌﾟ）

昭51年VHS発売から10年を迎え､今や世界の家庭用ﾋﾞﾃﾞｵの標準に

VHSﾌｧﾐﾘｰ各社（国内6,海外8）と共に世界規格を目指す動き

S47.5発売以来10万台､生産部門祝賀や開発担当の感想

2時間録画可能､高性能小型家庭用VTR、256,000円で10/上発売

家庭用ﾋﾞﾃﾞｵVHSは多くの工夫と技術結集､9/9ﾎﾃﾙｵｰｸﾗで発表会

VHS対ベータの競争下、VHS市場導入スタートで攻勢を
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NO. 西暦 年　月　日 発行NO 面(頁) タ　イ　ト　ル

1 1991 H 3. 7. 1 496 4-5 テレビ横型革命はじまる、21世紀に向け16：9の文化を推進

2 1992 H4.10. 1 520 1 DVカラオケが大きな反響呼ぶ、ﾊｰﾄﾞ､ｿﾌﾄ一丸で10/1から発売

3 1993 H 5. 1.22 527 1 映像新時代へ、次世代ﾎｰﾑﾋﾞﾃﾞｵW-VHS､ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝﾃﾚﾋﾞ発表

4 1993 H 5. 2.10 528 1 新生ビクターの創造に向けてテクノフェアが開花

5 1993 H 5. 2.10 528 2-3 最新の開発技術を一堂に「テクノフェア」

6 1995 H 7. 4.15 556 1-2 D-VHSフォーマットを開発規格化、デジタル放送をそのまま記録

7 1995 H 7.10.15 566 1 この秋､ビクターは元気がいいぞ、注目の新製品が続々登場

8 1995 H 7.12.15 570 1 GR-DV1いよいよデビュー12/9発売、ﾑｰﾋﾞｰの流れを変えるぞ！

9 1996 H 8. 5.15 578 1 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化MM時代をﾘｰﾄﾞする新技術､D-VHSなど相次ぐ技術発表

10 1996 H 8.11.15 589 4-5 <特集VHS20周年の集い> その知恵と想像を未来へ継承､発展

11 1997 H 9. 5.15 599 1 DVDﾊｰﾄﾞｿﾌﾄ同時発売、ビクターらしい商品と市場で高い評価

12 1997 H 9. 6. 1 600 1 さらに小さく軽く､世界最小最軽量ﾌﾗｯｼｭﾎﾟｹｯﾄﾑｰﾋﾞｰDVX新登場

13 1997 H 9.10.15 608 4-5 <特集C&D事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ>これがﾋﾞｸﾀｰの部品事業・7つの驚き！

14 1997 H 9.11.15 610 1 明るく美しい大画面！２つの自信作、新D-ILAｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

15 1998 H10. 4. 1 618 2-3 V70記念事業CD-ROM社史、70年のあゆみを映像と音と文字で

16 1998 H10. 5.15 620 1 S-VHS ETを開発、VHSテープで解像度400本以上の高画質記録

17 1998 H10. 8. 5 625 1 MDﾌﾟﾚｰﾔｰ他強力MD4機種、再生専用ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙMD市場に参入

18 1998 H10.10. 1 628 1 放送業務用デジタルS発売､市場動向踏まえた高画質化

19 1999 H11. 4.15 638 1 D‐VHSでソニーと提携・共同開発､互いに強みを生かした新ｺﾗﾎﾞ

20 1999 H11.11.15 645 4-5 <特集ﾋﾞｸﾀｰらしさの復活> JD-99ここがﾎﾟｲﾝﾄ！ﾋﾞｸﾀｰの強み

21 2000 H12. 8.15 656 1 MDの長時間対応ﾓﾃﾞﾙ発売､業界に先駆け7月にﾌﾙﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ投入

22 2001 H13. 3.15 665 1 小型化はﾋﾞｸﾀｰ!ﾎﾟｹｯﾄｅﾑｰﾋﾞｰ誕生、遂にやった!世界最小最軽量

23 2001 H13. 8.15 670 1 オーディオ技術を映像技術に応用､DVD-K2新技術を開発

24 2001 H13. 9.20 671 1 新世代高画質テレビ技術「DET」を開発！

25 2002 H14. 8.15 683 1 V75商品で下期への流れを作ろう！大画面ﾌﾟﾗｽﾞﾏとｼｱﾀｰｼｽﾃﾑ

映像入力を上位変換（IP変換）､走査線1500本で高精細画像を実現

創立75周年記念商品のDDｽﾋﾟｰｶｰｼｱﾀｰｼｽﾃﾑ､DET搭載ﾌﾟﾗｽﾞﾏ等

音質改善技術ﾃﾞｼﾞﾀﾙK2をDVDソフト製作に応用、音質・画質を向上

エポック関係 社内報　記事リスト（２）　＜ ビクターニュース　（平3.4～平14） ＞

4/4､現行VHSと互換性あるD-VHS発表､4/6､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌﾟﾛSも発表

世界最小最軽量DV1を原寸大で示す、小型低価格化の新型ILA

20周年ﾊﾟｰﾃｨｰに出席の多数の来賓祝辞概要､VHS開発ﾋｽﾄﾘｰ

6/5､ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ・ﾏﾙﾁﾜｲﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ発表会で16：9画面をｱﾋﾟｰﾙ

1/8､進化したVHSのW-VHS開発と新LSI内蔵ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝﾃﾚﾋﾞ発表

記　事　内　容

7/24､MDｵｰﾃﾞﾞｨｵ4機種の新商品発表､CD-MDｼｽﾃﾑ､ｺﾝﾊﾟｸﾄｺﾝﾎﾟ等

9/17､音産と連携しDVｶﾗｵｹｼｽﾃﾑ発売､9/18にはDVｶﾗｵｹ内覧会

4/21DVDﾌﾟﾚｰﾔｰ発売と共にﾊｰﾄﾞｿﾌﾄ部門連携でﾋﾞｸﾀｰの強み発揮

開・生・販共に国内外で活躍する部品事業の新たな発見と実態紹介

ﾜｲｼｬﾂのﾎﾟｹｯﾄに入る超ﾐﾆｻｲｽﾞDVP3全世界発売､ｼｪｱ35%目指す

1/31～2/3ﾊﾟｼﾌｨｺ横浜、最新技術で21世紀の方向性を訴求

高能率符号化､高密度記録､高精細ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ･ｻｳﾝﾄﾞ等技術展示

業界初ｵｰﾄﾌﾗｯｼｭ搭載6/10発売､多層基板､精密加工技術でﾘｰﾄﾞ

70周年記念事業の1つ「CD-ROM社史」が完成、主なﾒﾆｭｰを紹介

全国一斉発売に向け､12/1横須賀工場で大ヒット誓う出荷式

D-ILA素子ﾌﾙSXGS高解像度実現のDLA-G10､小型化ILA-M100G

7/18､ﾐﾆｺﾝからﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙまでMDﾛﾝｸﾞﾌﾟﾚｲ時代をﾘｰﾄﾞしｼｪｱｱｯﾌﾟを

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾈｯﾄﾜｰｸ時代に対応したIEEE1394採用のD-VHS開発で提携

D-VHSｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ仕様､DVDとHDTVに画像圧縮MPEG2応用

4/27､帝国ﾎﾃﾙで発表､3つの新技術開発､ET搭載ﾃﾞｯｷは今夏発売

9/8､ﾃﾞｼﾞﾀﾙSﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄｼﾘｰｽﾞ発表､高音質4chPCMｵｰﾃﾞｨｵ装備

D-VHS､ILAﾃﾚﾋﾞ､ﾓﾊﾞｲﾙPC､ﾎｰﾑｼｱﾀｰ､「映像ﾒﾁﾞｨｱの世紀」ｲﾍﾞﾝﾄ
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に1年間苦しむ」
記事内容
「わが社の46年間は音作りの歴史､LP・EPﾚｺｰﾄﾞ
開発､ｽﾃﾚｵ発売等」

大和-２
発行月日 ：1973年 S48.9
発行NO. ：223
面（頁） ：21-23

その１



そ
の
2



そ
の
3 



そ
の
1



タイトル
「ｺﾝﾎﾟ7機種いっせい発表､音場再現を徹底追求､

SX-3は業界最高」
記事内容
「ﾁｭｰﾅｰ､ｱﾝﾌﾟ､ﾌﾟﾚｰﾔ､ｽﾋﾟｰｶなどCD-4関連技術を
生かして商品化」

ビクター時報-3 
発行月日
：1972年 S47.5.16

発行NO.：81
面（頁）：2

そ
の
2



タイトル
「CD-4が機械振興協会賞をうける、

世界の商品裏付けに」

記事内容
「11/6 我が国工業技術最高賞の
機械振興協会賞を受賞」

ビクター時報-4 
発行月日
：1972年 S47.11.16

発行NO.：93
面（頁）：3



タイトル
「CD-4世界戦略さらに前進､

WEAｸﾞﾙｰﾌﾟ（米最大ﾚｺｰﾄﾞ会社）
採用」

記事内容
「2/21日米同時発表、WEAが

4ch CD-4方式の採用決定」

ビクター時報-5 
発行月日：1973年 S48.3.1
発行NO.：100
面（頁）：1



タイトル 「商品群のﾗｲﾝｱｯﾌﾟ強化､ｽﾃﾚｵさらに充実､ｺﾝﾎﾟとDFｼﾘｰｽﾞ」
記事内容 「ｱﾝﾌﾟJA-S1､ﾁｭｰﾅｰJT-V7他､ｾﾊﾟﾚｰﾄ4ﾁｬﾝﾈﾙDFｼﾘｰｽﾞ4機種新発売」

ビクター時報-6 
発行月日：1973年 S48.10.1
発行NO.：114   面（頁）：2



タイトル 「発売3年で世界のCD-4へ、強く大きく育てよう」

記事内容 「 S46.6発売以来3周年、007開発メンバーや関係者の感想」

ビクター時報-7 
発行月日：1974年 S49.7.1
発行NO.：134    面（頁）：4-5



タイトル 「不滅の名器SX-3はやくも10万台突破、音のビクターここにあり」

記事内容 「S47.5発売以来10万台､生産部門祝賀や開発担当の感想」

ビクター時報-8 
発行月日：1974年 S49.10.11
発行NO.：143  面（頁）：4-5



タイトル
「本格的小型家庭用ﾋﾞﾃﾞｵｶｾｯﾀｰHR-
3300､画期的VHS方式」

記事内容
「 2時間録画可能､高性能小型家庭
用VTR、256,000円で10/上発売」

ビクター時報-9 
発行月日
：1976年 S51.9.16

発行NO.：189
面（頁）：1



タイトル
「ﾍﾞｰﾙ脱いだ新ﾋﾞﾃﾞｵ､
小型高性能に関心集
中､家庭にうるおい」

記事内容
「家庭用ﾋﾞﾃﾞｵVHSは
多くの工夫と技術結集､

9/9 ﾎﾃﾙｵｰｸﾗで発表会」

ビクター時報-10 

発行月日：1976年
S51.9.16

発行NO.：189 

面（頁）：6-7



タイトル
「VHS全国
市場導入へ､
わが社が小
型ｶﾗｰVTR
の底流つく
る」

記事内容
「VHS対
ベータの競
争下、VHS
市場導入ス
タートで攻
勢を」

ビクター時
報-11 

発行月日
：1997年
S52.3.16

発行
NO.：200

面（頁）：
1



タイトル 「 50年の歩みの中で・・・（ﾚｺｰﾄﾞ､ﾗｼﾞｵ､ｽﾃﾚｵ､PG/PA､TV等商品）」

記事内容 「創立50周年を迎え､各事業毎に記念すべき商品を振り返る」

ビクター時報-12 
発行月日：1977年 S52.9.16
発行NO.：211  面（頁）：6-7



ビクター時報-13 

発行月日：1978年 S53.6.1

発行NO.：227

面（頁）：4-5

タイトル
「世界の期待にこたえた

VHSはいま・・・欧州で大好評」

記事内容
「 VHSﾌｧﾐﾘｰ各社（国内6,海外8）
と共に世界規格を目指す動き」



タイトル
「企業姿勢示す技
術・VHD/AHD（ﾋﾞ
ﾃﾞｵｵｰﾃﾞｨｵﾃﾞｨｽｸ）
開発発表」

記事内容
「ﾋﾞﾃﾞｵ､ｵｰﾃﾞｨｵ用
高密度ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｨｽｸｼ
ｽﾃﾑを開発、9/28
発表」

ビクター時報-14 

発行月日
：1978年 S52.3.16

発行NO.：235 

面（頁）：1



タイトル
「ﾒﾀﾙﾃｰﾌﾟ対応ｶｾｯﾄ
ﾃﾞｯｷKD-A5､NO.1の
座に、ﾃﾞｯｷ市場に大
旋風」

記事内容
「業界ﾄｯﾌﾟで11月発
売したﾒﾀﾙﾃﾞｯｷはﾃﾞｯ
ｷ市場に重大なｴﾎﾟｯｸ
築く」

ビクター時報-15 

発行月日
：1979年 S54.3.16

発行
NO.：244

面（頁）：1



タイトル
「VHD 標準規格と
して提案、松下電器
産業と共同発表」

記事内容
「1/21､ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｨｽｸ
標準方式にVHD提
案発表会（東京･大
阪）」

ビクター時報-16

発行月日
：1980 年
S55.1.25

発行
NO.：263

面（頁）：1



タイトル
「VHDを積極推進、
ｴｼﾞｿﾝ100年、絵の
出るレコード 」

記事内容
「東京､大阪で説明会、

VHDの多機能性強調、
方式別比較」

ビクター時報-17 

発行月日
：1980年 S55.3.1

発行NO.：265

面（頁）：1



タイトル
「カラーもシステム時代へ、音声多重

AV-20、9/1発売」

記事内容
「ﾋﾞﾃﾞｵ､ｶﾒﾗ､ｵｰﾃﾞｨｵｼｽﾃﾑ対応で21万円､
黒いTVで話題の新ｼﾘｰｽﾞ」

ビクター時報-18 

発行月日：1981年 S56.9.1

発行NO.：296

面（頁）：2

同時
掲載
記事



タイトル
「 VHSテープ増産へ、Ｖマグネ
（水戸工場隣接）で原反生産も」

記事内容
「拡大するVHS市場に対応し､

VHSﾃｰﾌﾟ大増産体制（来春
初め 8割増） 」

ビクター時報-19 

発行月日：1981年
S56.9.16

発行NO.：297

面（頁）：5



タイトル 「新しい年、新しいAVライフの創造を目指して､DO! NETWORK」

記事内容「（AV-20見開き広告）ﾃﾚﾋﾞ事業部がﾈｯﾄﾜｰｸｼﾘｰｽﾞを大ヒット商品に」

ビクター時報-20 
発行月日：1982年 S57.1.1
発行NO.：304  面（頁）：6-7



ビクター時報-21 
1982年 S57.6.1



タイトル
「VHDﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｨｽｸ
200ﾀｲﾄﾙとﾌﾟﾚｰﾔｰ
登板、幅広い作品
群」

記事内容
「3/15､VHDｿﾌﾄ披
露会でｿﾌﾄ､製作､流
通､出版など多方
面」

ビクター時報-22 

発行月日
：1983年

S58.3.16

発行
NO.：328

面（頁）：1



タイトル
「 VHSが信頼築い
て10年目へ、激し
い開発競争の中で
たくましく育つ」

記事内容
「昭51年VHS発売
から10年を迎え､
今や世界の家庭用
ﾋﾞﾃﾞｵの標準に」

ビクター時報-23 

発行月日
：1985年

S60.7.1

発行
NO.：374

面（頁）：1



ビクター時報-24 
1986年 S61.3.16



タイトル 「業界一のCD生産体制を実現、林間工場の新CD棟稼働」
記事内容 「最新鋭設備で月産330万枚（横浜＋林間）、世界最高水準の品質」

ビクター時報-25 
発行月日：1986年 S61.11.1
発行NO.：401  面（頁）：1



ビクター時報-26 

発行月日
：1987年 S62.4.16

発行NO.：410

面（頁）：1

タイトル
「高画質ﾋﾞﾃﾞｵS-VHS発売、近未来の映像文化構築に
大きく貢献」

記事内容
「1/8 開発発表したS-VHSﾋﾞﾃﾞｵ第1弾HR-S7000､

4月発売（Sﾃｰﾌﾟも）」



タイトル 「待望のDATﾃﾞｯｷ発売へ、ｵｰﾃﾞｨｵ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾃｰﾌﾟの技術を総合」
記事内容 「3/23､DATﾃﾞｯｷとDATﾃｰﾌﾟ発売、他社も発売(松下､ｿﾆｰ､ｼｬｰﾌﾟ）」

ビクター時報-27 
発行月日：1987年 S62.3.1
発行NO.：407 面（頁）：1



タイトル 「ｵｰﾃﾞｨｵ拡売にﾊﾟﾜｰ全開、ﾐﾆｺﾝ､単ｺﾝ､ｾﾞﾈﾗﾙｵｰﾃﾞｨｵに強力商品」
記事内容 「 CDﾗｼﾞｶｾ､ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾎﾟ､K2搭載CDﾌﾟﾚｰﾔｰ､高性能ｱﾝﾌﾟ、ｽﾋﾟｰｶｰ等」

ビクター時報-28 
発行月日：1988年 S63.3.1
発行NO.：427  面（頁）：1



タイトル
「ﾋﾞﾃﾞｵ生産3000万
台達成、社長､副社長
も出席して喜びのｾﾚﾓ
ﾆｰ」

記事内容
「 1/12､横浜1工で
S51.9月生産開始以
来3000万台､関係者
一同で祝う」

ビクター時報-29 

発行月日
：1989年

H1.1.25

発行NO.：446

面（頁）：7



タイトル
「部品事業の新展開、キーパーツ
を商品力の決め手に」

記事内容
「部品事業の現状と戦略的な連携
で再構築､飯島取締役のお話」

ビクター時報-30 

発行月日
：1990年 H2.11.1

発行NO.：483

面（頁）：1



ビクターニュース編
（平成3年～平成14年）

NO. 西暦 年 月 日 タ イ ト ル

1 1991 H 3. 7. 1 テレビ横型革命はじまる、21世紀に向け16：9の文化を推進

2 1992 H4.10. 1 DVカラオケが大きな反響呼ぶ、ﾊｰﾄﾞ､ｿﾌﾄ一丸で10/1から発売

3 1993 H 5. 1.22 映像新時代へ、次世代ﾎｰﾑﾋﾞﾃﾞｵW-VHS､ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝﾃﾚﾋﾞ発表

4 1993 H 5. 2.10 新生ビクターの創造に向けてテクノフェアが開花

5 1993 H 5. 2.10 最新の開発技術を一堂に「テクノフェア」

6 1995 H 7. 4.15 D-VHSフォーマットを開発規格化、デジタル放送をそのまま記録

7 1995 H 7.10.15 この秋､ビクターは元気がいいぞ、注目の新製品が続々登場

8 1995 H 7.12.15 GR-DV1いよいよデビュー12/9発売、ﾑｰﾋﾞｰの流れを変えるぞ！

9 1996 H 8. 5.15 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化MM時代をﾘｰﾄﾞする新技術､D-VHSなど相次ぐ技術発表

10 1996 H 8.11.15 <特集VHS20周年の集い> その知恵と想像を未来へ継承､発展

11 1997 H 9. 5.15 DVDﾊｰﾄﾞｿﾌﾄ同時発売、ビクターらしい商品と市場で高い評価

12 1997 H 9. 6. 1 さらに小さく軽く､世界最小最軽量ﾌﾗｯｼｭﾎﾟｹｯﾄﾑｰﾋﾞｰDVX新登場

13 1997 H 9.10.15 <特集C&D事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ>これがﾋﾞｸﾀｰの部品事業・7つの驚き！

14 1997 H 9.11.15 明るく美しい大画面！２つの自信作、新D-ILAｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

15 1998 H10. 4. 1 V70記念事業CD-ROM社史、70年のあゆみを映像と音と文字で

16 1998 H10. 5.15 S-VHS ETを開発、VHSテープで解像度400本以上の高画質記録

17 1998 H10. 8. 5 MDﾌﾟﾚｰﾔｰ他強力MD4機種、再生専用ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙMD市場に参入

18 1998 H10.10. 1 放送業務用デジタルS発売､市場動向踏まえた高画質化

19 1999 H11. 4.15 D‐VHSでソニーと提携・共同開発､互いに強みを生かした新ｺﾗﾎﾞ

20 1999 H11.11.15 <特集ﾋﾞｸﾀｰらしさの復活> JD-99ここがﾎﾟｲﾝﾄ！ﾋﾞｸﾀｰの強み

21 2000 H12. 8.15 MDの長時間対応ﾓﾃﾞﾙ発売､業界に先駆け7月にﾌﾙﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ投入

22 2001 H13. 3.15 小型化はﾋﾞｸﾀｰ!ﾎﾟｹｯﾄｅﾑｰﾋﾞｰ誕生、遂にやった!世界最小最軽量

23 2001 H13. 8.15 オーディオ技術を映像技術に応用､DVD-K2新技術を開発

24 2001 H13. 9.20 新世代高画質テレビ技術「DET」を開発！

25 2002 H14. 8.15 V75商品で下期への流れを作ろう！大画面ﾌﾟﾗｽﾞﾏとｼｱﾀｰｼｽﾃﾑ



タイトル
「テレビ横型革命はじまる、21世紀に
向け16：9の文化を推進」

記事内容
「6/5､ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ・ﾏﾙﾁﾜｲﾄﾞﾋﾞｼﾞｮﾝ発表
会で16：9画面をｱﾋﾟｰﾙ」

ビクターニュース-1 
発行月日：1991年 H3.7.1
発行NO.：496
面（頁）：4-5



タイトル
「DVカラオケが大きな反響呼ぶ、ﾊｰﾄﾞ､ｿﾌﾄ一丸で10/1から発売」

記事内容
「音産と連携しDVｶﾗｵｹｼｽﾃﾑ発売､9/18にはDVｶﾗｵｹ内覧会」

ビクターニュース-2 

発行月日
：1992年

H4.10.1

発行NO.：520

面（頁）：1



タイトル 「映像新時代へ、次世代ﾎｰﾑﾋﾞﾃﾞｵW-VHS､ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝﾃﾚﾋﾞ発表」

記事内容 「1/8､進化したVHSのW-VHS開発と新LSI内蔵ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝﾃﾚﾋﾞ発表」

ビクターニュース-3 
発行月日：1993年 H5.1.22
発行NO.：527    面（頁）：1



ビクターニュー
ス-4
発行月日

：1993年
H5.2.10

発行NO.：528
面（頁）：1

タイトル
「新生ビク
ターの創造
に向けてテ
クノフェア
が開花」

記事内容
「1/31～
2/3ﾊﾟｼﾌｨｺ横
浜、最新技
術で21世紀
の方向性を
訴求」



ビクターニュース
-5
発行月日
：1993年

H5.2.10
発行NO.：528
面（頁）：2-3

タイトル
「最新の開発技術
を一堂に「テクノ
フェア」」

記事内容
「高能率符号化､高
密度記録､高精細ｲﾒ
ｰｼﾞﾝｸﾞ･ｻｳﾝﾄﾞ等技
術展示」

続き

その１



その2 



続き

その１



ビクターニュース-6 
発行月日
：1995年 H7.4.15

発行NO.：556
面（頁）：1-2

タイトル
「D-VHSフォーマットを開発規格化、
デジタル放送をそのまま記録」

記事内容
「現行VHSと互換性あるD-VHS発表､
4/6､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾌﾟﾛSも発表」

その2 



ビクターニュース-7 



フォーマットを開発規格化、

ビクターニュース-8 



ビクターニュース-9 



ビクターニュース-10 



タイトル 「DVDﾊｰﾄﾞｿﾌﾄ同時発売、ビクターらしい商品と市場で高い評価」
記事内容 「4/21 DVDﾌﾟﾚｰﾔｰ発売と共にﾊｰﾄﾞ ｿﾌﾄ部門連携でﾋﾞｸﾀｰの強み発揮」

ビクターニュース-11 
発行月日：1997年 H9.5.15
発行NO.：599   面（頁）：1



ビクターニュース-12 
発行月日：1997年 H9.6.1
発行NO. ：600
面（頁） ：1

タイトル
「さらに小さく軽く､世界最小最軽

量 ﾌﾗｯｼｭﾎﾟｹｯﾄﾑｰﾋﾞｰDVX新登場」
記事内容
「業界初ｵｰﾄﾌﾗｯｼｭ搭載6/10発売､
多層基板､精密加工技術でﾘｰﾄﾞ」



タイトル 「<特集C&D事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ> これがﾋﾞｸﾀｰの部品事業・7つの驚き！」

記事内容 「開・生・販共に国内外で活躍する部品事業の新たな発見と実態紹介」

ビクターニュース-13 
発行月日：1997年 H9.10.15
発行NO.：608   面（頁）：4-5



タイトル「明るく美しい大画面！２つの自信作、新D-ILAｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ」
記事内容「D-ILA素子ﾌﾙSXGS高解像度実現のDLA-G10､小型化ILA-M100G」

ビクターニュース-14 
発行月日：1997年 H9.11.15
発行NO.：610   面（頁）：1



タイトル 「V70記念事業CD-
ROM社史、70年のあゆみを映
像と音と文字で」

記事内容 「70周年記念事業の
1つ「CD-ROM社史」が完成、
主なﾒﾆｭｰを紹介」

ビクターニュース-15 
発行月日：1998年
H10.4.1
発行NO.：618
面（頁）：2-3

同ページ開催記事：3件



6

タイトル 「S-VHS ETを開発、VHSテープで解像度400本以上の高画質記録」
記事内容 「4/27､帝国ﾎﾃﾙで発表､3つの新技術開発､ET搭載ﾃﾞｯｷは今夏発売」

ビクターニュース-16 
発行月日：1998年 H10.5.15
発行NO.：620    面（頁）：1



タイトル 「MDﾌﾟﾚｰﾔｰ他強力MD4機種、再生専用ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙMD市場に参入」
記事内容 「7/24､MDｵｰﾃﾞﾞｨｵ4機種の新商品発表､CD-MDｼｽﾃﾑ､ｺﾝﾊﾟｸﾄｺﾝﾎﾟ等」

ビクターニュース-17 
発行月日 ：1998年 H10.8.5
発行NO.：625   面（頁）：1



タイトル 「放送業務用デジタルS発売､市場動向踏まえた高画質化」
記事内容 「ﾃﾞｼﾞﾀﾙSﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄｼﾘｰｽﾞ発表､高音質4chPCMｵｰﾃﾞｨｵ装備」

ビクターニュース-18 
発行月日：1998年 H10.10.1
発行NO.：628    面（頁）：1



タイトル 「D‐VHSでソニーと提携・共同開発､互いに強みを生かした新ｺﾗﾎﾞ」
記事内容 「ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾈｯﾄﾜｰｸ時代に対応したIEEE1394採用のD-VHS開発で提携」

ビクターニュース-19
発行月日：1999年 H11.4.15
発行NO.：638    面（頁）：1



ビクターニュース-20



タイトル 「MDの長時間対応ﾓﾃﾞﾙ発売､業界に先駆け7月にﾌﾙﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ投入」
記事内容 「 7/18､ﾐﾆｺﾝからﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙまでMDﾛﾝｸﾞﾌﾟﾚｲ時代をﾘｰﾄﾞしｼｪｱｱｯﾌﾟを」

ビクターニュース-21 
発行月日：2000年 H12.8.15
発行NO.：656    面（頁）：1



タイトル 「小型化はﾋﾞｸﾀｰ!ﾎﾟｹｯﾄｅﾑｰﾋﾞｰ誕生、遂にやった!世界最小最軽量」
記事内容 「ﾜｲｼｬﾂのﾎﾟｹｯﾄに入る超ﾐﾆｻｲｽﾞDVP3全世界発売､ｼｪｱ35%目指す」

ビクターニュース-22 
発行月日：2001年 H13.3.15
発行NO.：665    面（頁）：1



タイトル 「オーディオ技術を映像技術に応用､DVD-K2新技術を開発」
記事内容 「音質改善技術ﾃﾞｼﾞﾀﾙK2をDVDソフト製作に応用、音質・

画質を向上」

ビクターニュース-23 
発行月日：2001年 H13.8.15
発行NO.：670    面（頁）：1



タイトル 「新世代高画質テレビ技術「DET」を開発！ 」

記事内容 「映像入力を上位変換（IP変換）､走査線1500本で
高精細画像を実現」

ビクターニュース-24 
発行月日：2001年 H13.9.20
発行NO.：671    
面（頁）：1



タイトル
「V75商品で下期への流れを作ろう！
大画面ﾌﾟﾗｽﾞﾏとｼｱﾀｰｼｽﾃﾑ」

記事内容
「創立75周年記念商品のDDｽﾋﾟｰｶｰｼｱﾀｰｼｽﾃﾑ､

DET搭載ﾌﾟﾗｽﾞﾏ等」

ビクターニュース-25 
発行月日
：2002年 H14.8.15

発行NO.：683
面（頁）：1



～ 編集後記 ～

先月アップしました「高柳健次郎先生社内報資料アーカイブス」に続く第２弾とし
て、社内報「エポック版」を掲載いたします。これはビクターの歴史に残る新技術開
発や新商品発売など記念すべき記事からピックアップしたものですが、趣旨等につい
ては西郷さんの「今回の企画の背景」に書かれた通りです。

私は岩井工場、西郷さんは水戸工場で、同じ茨城県内事業所の技術部門での所属で
した。もちろん西郷さんが大先輩ですが、ある時期仕事を一緒にさせていただく機会
があり、以来、約30年近いお付き合いをさせていただいています。俗に言う肝胆相照
らす仲であると自負していますが、このご縁があったからこそ面倒なこの共同作業を
円滑に、お互い連携して進められたと思っています。来月には最後の「エポック関係
（経営編）」を予定していますが、同じく共同作業で進めさせていただきます。

ところで、今回取り上げた中に「テレビ横型革命はじまる-1991年」の記事（見開
き）があります。このワイドビジョンの開発意図と技術訴求内容、世の中に与えたイ
ンパクトなどについては、4月に再編集アップした「燃える魂-テレビ編」で明らかで
すが、ここで当時を振り返りながら開発の一側面をご紹介したいと思います。

当時、テレビ研究所技術企画室の一員であった私は、MK活動と呼ばれる設計改革活
動の事務局として多くの新商品開発プロジェクトに関わっていましたが、その頃のテ
レビ事業を取り巻く経営環境は大変厳しい状況でした。世界四極（日本、米州、欧州、
中近東・アジア）に向けて毎年多数の新機種を開発・設計・生産・供給していかなけ
ればならず、リソース不足にあえぎ、綱渡り的開発に追われる毎日でした。そうした
中で、ワイドビジョン（AV-36W1）の開発には多大のリソースがつぎ込まれました。
簡単に言えば、75万円の横長テレビと25万円のMUSE－NTSCコンバータを組み合わせ
「100万円でMUSEハイビジョンが見られます」という強力なコンセプトを打ち出した
のです。

当然、多大の開発コスト・工数が掛かりましたが、これは将来に向けた投資であっ
て、当面の飯の種（利益）に貢献するモデルではありませんでした。しかし特筆すべ
きは、それと並行してMUSEハイビジョンテレビも同時開発（同じく多大なリソースを
投入）されており、試作機10台のうち何と2台が450万円で外部に販売されました。こ
うしたテレビ技術部門の総力を挙げて取り組んだ2大プロジェクトは、その後の「ワイ
ドテレビ、デジタルテレビへの流れを創ったエポック的な商品開発」として位置づけ
られると思います。

この2大開発にゴーサインを出した当時の経営者の英断と、果敢に開発に取り組み商
品化した多くの技術者、事業部関係メンバーの努力と活躍に改めて敬意を表し、今回
の最終ページに、付録として「当時のワイドビジョン商品カタログ全ページ」を掲載
いたしました。

2015年（H27）8月 清水 邦昭



付録

ワイドビジョン
カタログ：２編

１．マルチワイドビジョン
AV-36W1(1991年8月)

２．NEW MULTI WIDE VISION 
LINEUP登場（1992年4月）
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かって不厶たちが目撃したテレビの大きな技

そして1991年。モノクロからカラー化以来の

画面比率が現lfの4:3から16:9へと横長ワイドへ、し力・も現行のテレビ放送から新方式の

新しい体験となる、映像と音の臨場感。

マルチワイドビジョンは、ただ情報を得るためのメディアから、生活をより楽しむための

すべての性能は、映画館の臨場感をめざして。いま、末来
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術革命に、カラーテレビ誕生がありました。

辛斤しい革命が、いま、はじまろうεしています。

ハイビジョン放送まてマルチに1峡像ソースが楽しめるテレビ、マルチワイドビジョンの出現てす

そこからはじまる、新い田央像生活の広がり。

1峡像アミューズメントセンターへと、テレビの価値を変える新ジャンルの台てす

の兄えるマルチワイドビジョン、ビクターから轟生てす
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想い出の映画を画面いっぱいに映した。

、

ビスタサイズの映画ソフトを、フルサイズで見ることができます。

映画のワイドな迫力は、ただ、大画面にしただけて得られるものて

はありません。テレビと映画の大きな違いは、画面比率にあるから

て、す。ビスタサイズの映画ソフトを現行テレビて再現する場合、

画面の上下に黒い帯が入ります。マルチワイドビジョンは、この1峡画

ソフトをフルサイズで再現てきる横長ブラウン管を採用しています。

映画館に近い画面サイズだから、わが家て見る1映画力珀央画館

て'見るときのように、フルサイズの感動と迫力t味bえまt。

ヘ^

●ビスタサイズの映画ソフトで画面サイズを比較
4:3画面 16:9画面

映画の色彩と気分を存分に楽しむ、新しい機能があります。

そしてもうひとつ、テレビと1峡匝1館の大きな違い。それは、色彩のトーンに

あります。映匝1館は外部から光の影響を受けない暗い室内なのて、

テレビに比べ必然的に繊細な色采三再現が可能てす。そこて私たちは、

映画館の映像の色彩表現を徹底的に研究し、テレビにおいて都央画

に適した色凋を自動成定するシアターステータス機能を開発しました。

室内を暗くした映画館のように外部の余分な光をおさえた環境て二

しっとりとしたやわらかい色凋て映画に近い映像をお楽しみください。

●シアターステータス機能

OFF状態 ON状態

か



その夜は、ニューヨークのコンサート会場にいた。
ハイビジョン放送が、ひとあしはやく楽しめます。

現在、突験放送が開始されており、今後ますます拡充が予想され

る、ハイビジョン放送。現行のテレビ放送とは放送イ,号も画面サイ

ズも違うため、従来のテレビだけでは見ることがtきません。ビクター

のマルチワイドビジョンは、MUSE.NTSCコンバーターと接続する

ことでハイビジョン放送のMUSE信号をNTSCイ'号に変換し、手

軽にワイドなハイビジョン放送が楽しめます。迫力ある1峡像とりアルな

サウンド、その臨場感あ引攻送を、ひとあしはやくわが家のものに。

.....

..

..

.. .

●ハイビジョン放送に対応

ハイビジョン放送ノMUSE方式
(16:9画面)

....

....

..'.

..

....

ハイビジョン放送ならではの臨場感が、そこにあります。

ハイビジョン放送て、採用してぃる16:9画面を、そのままのワイド画lm

て'見る。迫力ある新川代の映像が楽しめます。さらに、ハイビジョン

放送には、フロントの左右とセンター、そしてりアの4チャンオ、ノレの音

声をそれぞれ独立して送信する3-1方式4チャンオ、ノレ・ステレオ放送

力斗采用されています。そのため、きわめて廐場感のあるサウンドが再

生てきます。ビクターのマルチワイドビジョンは、この3-1方式をはじ

めとするハイビジョン放送の新しい音声方式にホームテレビとして初

めて対応しています。たとえば、コンサート会場にいるような、あるいは

映画のワンシーンにまぎれこんだようなサウンド体験が、そこにあります。マルチワイドビジョン/NTSC方式
(16:9画面)

゛

膨

MUSE・NTSCコンバーター

＼

一
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USE、NTSCコンバーター HV、MCI000(別売)
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ムービーで映画作品を撮る。テレビの前で、大観衆のひとりになる。 マルチワイドビジョンから、新しい映像生活がはじまります。

テレビを本格的なホームシアターにする、画面サイズや放送方式にとらわれずマルチ映像ソースを楽しむ。

ワイド画面、ワイド音場から生まれる、辛斤しい体験。

マルチワイドビジョンは、もっと積極的にテレビ映像を楽しむ新しい生活を提案します。

ムービーのシネマモードで、

映画作品を撮って見る。

映画と同じ画面サイズて、オリジナルビデオ作品

を撮影する。そして、映画館のスクリーンのような

マルチワイドビジョンの画面に映しだす。「社の

ムービーに搭載けこシえ、マモード(GR、LT5、GR、

LT7、GRITI0に1削めを使って、本格的映画

サイズt自作のビデオを見ることができます。映

画監督や映価1俳優の気分をお楽しみください。

●ムービーのシネマモードを見る

4:3画面

現行テレビ放送を、ワイドに楽しむ。

このマルチワイドビジョンtは、16:9のワイド画

面を活かして、4:3画面の現行テレビ放送をズー

ムアッフし、ワイドに楽しむことがtきます。いまま

ての4:3画面て楽しんていたテレビ番組が、より

迫力あるものになります。スポーツ'1味佳、テレビ

ドラマ、ドキュメンタリー番組て体験してほしい、

マルチワイドビジョンならtはのワイドな迫力tす。

●1 むトι

16:9画面

▼

4:3の親画面の外側に、子画面を四隅にレイアウトて・きます

GR.LT7

※このテレビを営利目的、または公衆に視聴されることを目的として喫

茶店・ホテル等において、PJPおよびPOP機能を利用し、テレヒ画面を2画

面の状態にするなと、画面処理機能を使用されますと、著作権法て保護さ

れている薯作潛の権利を侵害する恐れがありますので、:庄意願います。

デジタル子画面で、

いろいろなピクチャーモードが楽しめます。

地上放送を楽しみながら、衛星放送を見る。ビス

タサイズのビデオソフトをフルサイズて見ながら、

ハイビジョン放送を見る。親画面と子画面のふた

つの画面が同時に楽しめるPIP、16:9というサ

イズだからて'きるPOP、ワイド画面をフノレに活か

して、さまざまなピクチャーモードが楽しめます。

アスペクトドアで、

画面サイズを変化させることができます。

4:3画面のテレビ放送を見るときには、閉じる。

16:9画面て,見るときは、俳K。画面サイズにあわ

せてプラウン管の映像面サイズを変化させる、ア

スペクトドアが装備されています。16:9映像と

4:3映像のそれぞれのソースとモード、さらに子

画面の入力て自動的に開閉、新いラレビの楽

しみ方がそこにあります

●アスヘクトドアを使0て4:3映像を楽しむ●アスヘクトトア

隱

、 戸
'、、き、

、""、1/

●4:3 PIP(ヒクチャー・インヒクチャー)

.

4:3の親画面の内側に、子画面を四隅にレイアウトできます

● 16'9 PIP(ビクチャーインビクチャー)

16:9の親画面の内側に、子画面を四隅にレイアウトてきます

●4:3 POP(ビクチャー・アウト・ビクチャー)

、
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マルチワイドビジョンのために生まれた、さまざまな新技術があ城t

10年、やや20年。これからのスタンタ、ードとなるようなテレビを開発しよう。

そのために利、たちがめざしたもの。それは、画質や斉質などの高性能化だけtはありません。

技術を通して、ひとの生活にとって新しいテレビの価値を発見したいと考えました。そこて得たひとっの方向は、

テレビをたんに情報を得るメディアという位置づけから、生活を楽しむための映像アミューズメントセンターへと革新するというものです。

マルチワイドビジョンがめざしたもの。それは、本格的な映画館の臨場感を実現するという、テレビの新たな挑戦て、す。

えて、横長ワイド画面を採用しました。

利、たちがまず最初に取弊且んだのは」画面サイ

ズの革新てけこ。現在のテレビは画而比率が

4:3て'すが、マルチワイドビジョンは横方向に約

30゜0仲ぱした16:9横長ワイ典画面を新採刑して

います。これは、1師山iか'ワイドになるとひとの視里予角

に近づき、映像の臥紗昜感が"然に,高められるか

らてすさらに、現イ1実験放送が行なわれており、

1997年には本放送開始f定のハイビジョン放

送ても、この16:9画面サイズが送択されてぃま

す。また、1什界の李斤しいテレビ方式も、16:9画面と

いう流れにあります。さらに、現在の陶リ昜用映画の

主流はこのビスタサイズてあり、ビデオソフトも

年々ビスタサイズが増加している傾向にあります。

そこてビクターは21世紀を兒すえ、いちはやく

16:9ワイド画血を突用化臨場感のあるテレビ

画面を採用しました

ワイド画面の高画質のために。

高精度偏向高圧回路、広帯域映像信号回路を内蔵。

画血比*を横力向へワイド化し、,高画1質なワイド

画1所を実現することは、画面の1所祉比が拡大

するため、従来のテレビ技術だけtは充分て

はありません。そのためマルチワイドビジョンて

は、高粘度ワイド画面化のために新たな技術を

開発しています。たとえば、画1像歪みの少ない

安定したワイ"画面を尖現するための高精皮偏

向高圧回路現行テレビの約ν20(「社比)に

まて画像の歪みを低減しまt。さらに、新開発の

高出カダイナミックフォーカス回路により」画面

全城において均一て良好なフォーカス1予性を

達成していますまた、1向而をワイド化し現行テレ

ビ画師と1司じ解像度を得るには、約1.3イ叡二解像

度を高める必饗がある九め1ム,帯」,郊央像イ,号回

路により、高解像度、,布精細の鮮明画像を実現

しました。

新開発、NTSC対応16:9、36型プラウン管を搭 0

牛活照度のなかt、見やすく美しいワイド画lmを

実現けこい。マルチワイドビジョンtは、鮮f切度を

重視したよ計のNTSCヌJ応16:9アスヘクトブ

ラウン管を新開発しました。ブラウン管単体として

の解像喫を、ハイビジョン専用プラウン管と比較

して約20゜。(当ネ1:比)の低減に押さえ、明るさは

約30゜。アッフ(「社尖i則イ1田、コントラスト1ヒは約

200゜。アッフ←井士↓ヒ)させています。また,哥前i度

とシャーフなフォーカスを実現するために、現在

ビクター・ハイビジョンテレビに使用の広偏向角

ダブルフォーカス電 f銃(HighBPFOLFMPF

1カソードDAF)を採用していまt。

16:9ワイド画面で4:3高画質画像を再現するために、

広帯域アスペクトコンバーター回を新開発。

マルチワイドビジョンて'は、4:3の1峡像をワイド画

面上に再現するために、デジタル処理によって映

像信号を12/16(3/4)に時問圧縮してぃます。私

たちビクターは、このデジタノ叩央像処理を行なう

ために、8fsc(28MHZ)クロックの高速デジタル

信号処理用LSI、広帯●#開発の
高速フシタレイ三号k理用L

域アスペクトコンバーター

回路を当社独自に新開

発しましたこれにより、
^

4:3画像再現時も鮮明な

高画質映像を再現します

画面位置を変換する機能を採用。

PIP(ヒクチャー・イン・ピクチャー)、POP(ビク

チャー・アウト・ピクチャー)て再現されるf画面

は、親画lmを兄やすくするために四隅に画血移

動することがてきまt。また、ビスタサイズの1峡画ソ

フトt字慕の位置が下の黒や帯にあるソフトt

は、16:9のフルサイズに1峡したときも読めるよう微

凋繁はもちろん、シ才、マⅡ機能により画面位逃を

上部に移動することも可能て'す。

映画の色彩衷現をテレビ画面で追求した、

シアターステータス機能を採用。

映画館のようにソフトて'味わい深い映像を、テレビ

画面て実現したい。そのためマルチワイドビジョン

tは、映画館で見る1峡像に近い色,JNや1'i1像を

胸動的に没定tるシアターステータス機能を開発

しました。これは入ノJされる色イ,号に対して、色温

度をほぱNTSC方式(現イ」'のテレビ放送方式)

の基準白色に成定し、同叶に色度誤笙を最小と

なるようマトリックスを口動的に切り換える機能て、、

原画に忠実な色冉現性を実現するものてす。さら

に、映像の明るさを決定する輝度偏号に対しても、

同H寺にコントラスト、!県レベル回路、画質コントロ

ール、速度変,岡同路において制御を行ない、従米

の画像の強開回路の働●マルチフルカードリモ0ンに装
備したシアターステータススイノチ

きをおさえ、あくまて基本

1手性を重視して、本米の

映像ソフトの微妙な階開

の違いや、細部の表現ま

て忠突に再現しています

微妙な赤の違いまでもわかる、

ニュー・ダイナミック・マトリックス回路を搭 0

光や周辺の環境にとても敏感な色、赤。この赤を

自然な色凋て、しかも赤の微妙な違いという細部

の色調まて'もわかるように>忠実に再現したい。不ム

たちビクターはこの莫倒拐を、色復調回路ニュー・

ダイナミック・マトリックス回路によって実現しました。

みずみずしい肌色、あざやかな緑、そしてこの微妙

な赤の違いまても、実にりアルに再現しています。

●画面サイスの1

^ ^

■受イ';チャンえ,ノレ・VHF/1~ 12チャンオ、ノレ、 UHF/13~62チャンえ,ル、CATV/C13~C41チャンオ、ノレ、 BS/1~15チャンオ、ノレ

■プラウン杵/36インチ110 偏向、アスヘクト比16:9

■1血価、1法ノ船乃.3×'εさ42.3X対角86.40m

■11」訂出JJ・フロントノ10、VX2、センター/10WX I、りアノ10、¥×2、 New Gホーンノ20、VX I、総介Πjl'Ⅱリ」/70W

■本体、t法ノ帖106.OX商さ78.2X奧行き64.2'm

■飛11V98.okg
■消四屯カノ270W

卿U4πW胆好WS胆N
AV,36WI

本体捺堆価挌750,0001'1(税別)

マルチ映像ソースコ'応、ワイド1岡而テレビ。

(ヤルチプノレカードリモコ 5枚)什1'ノア

64.2

'ナ ,"曹別

(単位Cm)

テレビスタンドRK.C36WIC I00,00011」(税卸D

組み介bせ例介,Ⅱイ面挌 850,000円(税知D

峯リ兵のビデ寸・MUSL.NTSCニンハーターは"小元てす

豪この商品の据付C姜する削'費・訓仲費算は.¥11命必姜てす

ーー^

上

106.0



音場革命新世代の音の臨場感、その実現をめざして。
ホームテレビとして初の、

3-1方式4チャンネjレ・ステレオ放送に対応。

MUSE NTSCコンバーターから入ノJされるハ

イビジョン放送の音声信号には、3-1方式4チャ

ン才、ノレ・ステレオ放送という新しい方式があります。

これは、フロントのノ〔ムとセンター、そしてりアの

4チャンオソレの斉声を、変嗣することなくそれぞれ

独立した信ぢとして送イロするシステムtす。この

マルチワイドビジョンでは、ハイビジョン放送の

高声をダイレクトに人力(※)し、デジタル斉声倫号

の高高質をそこなうこy水忠実に冉生することが

て'きます。そのため、官像と1峡像の致した臨場

感あるサウンド効果を、そのままに災現りスニン

グポイントが左右にずれた場合も斉像定位の明

硫なサウンドが楽しめます。また2-2方式4チャン

才、ノレ・スラレオ放送にも対応していますのて'、2か

国譜放送の冉牛時は、主高声と副音声をデジ

タルステレオて'独立して冉生することも01能て'す。

※当社のMUSE NTSCコンバーターと接続することて、3 1方式4チャン
ネレ・スアレオ放送を自動的に判別し再生します

●3-1方式4チャンネル・ステレオ放送の音場再生

ろやかな重低音をつくり、自然なサウンド1予1生を

実現しています。しかも20Wの,1i用アンプて'邸動

させるため、約40HZまでの重示感ある重低高が

冉生て、きます。さらにセンタースピーカーにより、

3-1方式4チャンオ、ノレ・ステレオ放送やドルビー

サラウンド冉ノに"予の高像定位を明硫化します。

高性能DAP(デジタル・アコースティック・プロセッサー)

により、臨場感あ、1、れる立体音場を実現。

さまざまな映像ソースに対応する、ビクターの

マルチワイドビジョン。その高場再生もマルチプ

ルなものてす。メディアやソースにあわせて、映

画、スポーツ、肖楽とそれぞれのジャンルに3モー

ド、合轟9モードの立体片」昜冉生が可能てす。

たとえば音楽ソフト用に,没定されたシンフォニー

ホールモードは、海外のX名ホールのサウンド

1炉性を正耐以二突抑1し、そのデータをコンピュータ

シミュレーションにより再現しています。また、サラ

ウンド処理同路とロジック回路の棚釆効果て、

定位と奥竹き感に優れた臨場感が楽しめるロジッ

クモード(ロジックシアター、ロジックホーノレ)を、

オリジナル開発しました。さらに、現在の映匝1ソフト

で主流となているドルビーサラウンドにも新し
フロントR

音像定位の明確化と広域再生をもとめた、

スピーカーユニット。

メインスピーカーには、低音域から高音域まてを

バランスよく再生するダブルポート・ドームスビー

カーを搭載しました。これはスビーカーボックスの

上下に低音用ポートをレイアウトし、低音を効果

的に共振させるよ計のスピーカーです。ウーハー

と同剃1上に配置したツイーターとのセッティングに

より、澄み切った高音から歪みのない重低音まで

再生します。また、映画ソフトやスポーツ中継など

に効果を4耕軍する、重低斉冉生専用スピーカー

ボックス・New Gホーンを搭載。7ιの大容量がま

センター 劃

いアフローチを行なっています。従米のドルビー

サラウンドシステムで、ソフトを最良の状態て再

牛するためには、ソフトごとに発生する左イiの音

声イ'号レベル差を補正する人カバランスの凋

鮮効;必要でした。マルチワイドビジョンて'はオー

トインプットパランスの搭蔵により、さまざまなソフト

にあわせてつねに適切なコンディションに左右バ

ランスを自動的に調整することが可能y的ました。

フロントL

口
リアR

リアL

日

●ダプルボート・

●サラウンドモードリスト

プロロジソク

ニュー'オペレーションすべ.の新性能を、あますにろなくぉ楽しみいただくため'0。

3ステレオ

ムスヒーカー

ドルビーサラウンドのビデオソフトを再生

リビンク

ドルビーサラウンドのビデオソフトや一般の

ステレオ音楽ソースの楽しみを広げます。

ミーシアタ^

合理的に操作できる、マルチプルカードリモコン。

映像とサウンド。テレビ技術を革新的に進化させ

た、マルチワイドビジョン。不1、たちは、このテレビの

性能をあますこεなく快適にお楽しみいただくため

に、オヘレーションシステムについても新しいアプ

ローチを11なってし、ます。さまざまな機能を合理

的に、しかもその性能を最大限に活用するため

{ニ、ハ;'^シック1力^ド・<;'^シック2力^ド・ビジコ、

アルカード・サウンドカード・ビデオ機都力ード

(マルチフりセット※)と、機能に応じて分類した5枚

のマルチプルカードリモコンを付j成しています。そ

れぞれの力ードは、機能別に矧1剖ほでお丁・兀て'

●マルチプルカードリモコン

ロジノクノアターセリフの定位をクリアーにし、奥行き感を再現します

●スヒーカー・レイアウト

テレビドラマなども、自然な広がりをつくりた'します

リングサイト

小さな映画館のような音場を再現します。

スタジアム

パビリオン

反射音の多い板張りの体青館の音場を再現します

ライブハウス

大型野球場の音場を再現します

大型のコンサートホールの音場豊かな響きと奥行きが特徴ですノンフォニーホール

New Gホーン

◎

東京の八角形バヒリオンのコンサー1会場の音場を再現Lます

ボーカJレの定位をクリアーにし、残響感、奥行き應をっくりだしますロゾソクホール

ダブルポートドーム
スビーカー

天井が低いライプハウスの音場を再現Lます。

●セノタースヒーカー

)

センタースヒーカー

●NewGホーン

低音
中・低音

高音

中・低音
イ氏音

コントロールてきる,伎訓'て'す。また付属のりモコン

ケースは、別売のMUSE NTSCコンバーター

のりモコンを含め、6枚のマルチフ゜ノレカードリモコ

ンが収納tきるほか、使j1捗則支の高い力ードだけ

を入れ啓えてすばやく操作することが可能てす。

峯VTRは国内メーカー12ネ士対応、ヒフゞオディスクは国内メーカフ牡対応

ニニ,

中・低音

凹

重低音

マルチ映像ソースに対応する、充実の端子群。

マルチワイドビジョンをワイドにお楽しみいただくた

めに。さまざまなメディスソースに対応てきる、允実

の按毓端 fを裴備しています。業界初のMUSE

ヌ、!応2系統のりターン入力、ビデオ4系統、S入

力3系統、光デジタルオーディオ出ノ」をはじめ、

マルチワイドビジョンのためのオリジナルモードを搭載した、
ビクターのMUSE-NTSCコンバーター。

ハイビジョン放送のMUSE仁号を現行テレビピクチャーモード。3 類の画像変換機能。

放送のNTSC仁号に変換するために、私たちハイビジョン放送の映像仁号を現行のテレビ仁

ビクターはワイド、ズームに加えオリジナルモード号に変換するためには、映像信号を必要なデータ

としてフルモードを搭載したMUSE・NTSCコンのみ抽出し不必要なデータを低減する高度な仁

バーターを新開発しましたこれにより、当社の号選別技術が必要になります。そこてビクターは、

マルチワイドビジョン甘妾続して、ハイビジョン放チラつきがなく色羊明な画像変換を実現するため

送を画面いっぱいに映したり、ビデオ録画してに、独自のアルゴリズムによる折り返し妨害除去用

LS1を開発し、高画質な1泱像再1見を実現しました。楽しむことがてきます

●2枚の力ードが手軽に操作てきるりモコンケース

AV機排との拡張性が高じ設計となっています。

またAV機器接続端fは、それぞれのイ.;号を,哥

精度て送仁するためにすべて金メッキ仕様て'す。

●りアハネル

MUSE-NTSCコンパーター#み力影%仍仍仍りノが'""11、{、、、XX＼ゞヘ＼
■本体寸法ノ幅43.5X高さ7.6X奥行き35.8αn

■重ノ5.okg ■消電力/28W^

HV-MCI000 フ」レモードマルチワイドビジョン対応のオリジナル仕様モートです
本体標遭価格 ハイビジョン放送の16:9映像をマルチワイドビジョンのワイト画面いっ
250,000円(税別)(りモコン付属) ばいに映しだす二とができます。●MUSE NTSCコンパーター・カートリモコン

禦このテレヒを営利目的、または公衆に視聴されることを目的として喫茶店・ホアル等において、PIPおよぴPOP機能を利用し、テレビ画面を2画面の状態にするなど、画面処理機能を使用されますと、著作権法で保護されている著作者の権利

を侵害する恐れがありますので、こ庄意願います。

ズームモードハイビジョン放送の16:9映像の中の4:3の部分た'け

をズームアップして現行BSテレビに映しだすモードです。ズームアップ

する映像エリアは、トリミングマーカーにより、左右移動が可能です

ワイドモードハイビジョン放送の16:9映像を、そのままのアスヘクト比

で映すモードです現行BSテレビでは上下に黒い帯がでます
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マルチ映像ソース対応、ワイド画面テレビ。

加U4πW胆店WS胸N
AV.36WI

本体橡推価惰750,0001り(税別)

ノレ・VHF/1~12チャンえ,ノレ、 UHF/13~62チャンオ、ル、CATV/C13~C41チャンオ、ノレ, BS/1~15チャンオ、ノレ

■プラウン管/36インチH0 飴向、アスヘクト1U6:9

■1曲頂i、1i上ノ朝乃.3×,留さ42.3×11角86.40m

ノ」・フロントノ10、VX2、センターノ10、VX I、りアノ10WX2、 New Gホーンノ20、VX I、総介Π」詐1"ノ」ノフ0W

■本体、↑法ノ船106.OX高さ78.2X奥行き64.20m

■爪11V98.okg
■消費屯ノ」/270W

(?ルチプルカートリモコンく5枚)11城ノアンナナ・1.,"費別)

受信方式
N丁SC

受信チャンネル

VHF/1~12チャンネル、UHF/13~62チャンネル、CATV/C13~C41チャンネル、BS/1~15チャンネル

選局方式

周波数シンセサイザー方式

画面寸法

36型ワイドアスペクト、幅75.3X高さ42.3X対角8

フラウン管
36インチΠ0 偏向、アスペクト比16:9

水平解像度

ビデオ入力時650本

音声出力

フロントノ10WX2、センターノ10WX I、りアノ10WX2、New Gホーンノ20WX I、総合音声出力/70W

スヒカ

フロントフ×4Cm X 2+ 10cm X 2、センター5×9mlX 2、New Gホーン120η

'費電力
270W(りモコン待機時3.7W、衡星放送裏録時20WXBSコンパーター量大4Wを除く)

使用電長
ACJOOV 50ノ印HZ

外汗寸主

幅106.OX高さ78.2X奥行き64.20Π

賃量

98.OK宮

入力端子

ビデオ入力 4系翫5端子(S入力 3系統4端子
S映像(ビデオ4除く)/Y IVP'P、75Ω、同期負、C O.286VP.P(パースト信号)、75Ω映像/1VPP、乃Ω、同期負音声ノ4乃mvrm5、ハイインヒーダンス

MUSE音声ιチャ'ネル入力(判別端子付)
473mvrm5、ハイインビーダンス

MUSEりターン入力

S映像ノY IVP,P、75Ω、同期負、C O.286VP.P(バースト信号)、75Ω映像ノ1VP・P、75Ω、同期負音声ノ473mvrms、

PAYりタン入力

映像ノ1VP.P、75Ω、同期負音声ノι73mvrm5、ハイインヒーダンス

出力端子

モータ出カビデオ出力 1系紙端子、S出力 1系統1端子)
S映像ノY IVP.P、75Ω、伺期負、C O.286VP・P(パースト信号)、75Ω映像/1VP・P、乃Ω、同期負音声/4乃mvrms

BS・モニター出力

a央像ノ1YP.P、乃Ω、同期負音声/4乃mvrm5、ローインヒーダンス

オーデオ出力 1系統1端子
473mvrm5、ローインビーダンス

スヒーカー出力(メイ' L、R+りアL、R)
メインノ4~8Ω、10W+ 10W(4Ω時)りア/4~16Ω、10W+ 10W(4Ω時)

BS専用出力
映像ノ1VP.P、75Ω、伺期負音声ノ473mⅥm5、ローインヒーダンス

検波出力

0.67VP・P、75ΩX2

AFC出力

BTA S'1001に凖処

ヒ、トストjーム出力

0.5VP・P、75Ω

光デジタルオーディオ出力
-18dBm

藁RCAヒンプラグはすぺて金メッキ仕様

アンテナ端子

VHF UHF/CATV 乃Ω、F型 BS 75Ω、F型(コンバーター電長DC15V重畳)

(単位Cm)

テレビスタンドRK.C36WIC I00,000111(悦XID

細み介bせ例介.汁価椛 850,000円(税別)

姦li真のヒナ*・MUSE、NTSCロンハーター1'X卜元てす

峯この血品の批付じ姜する削'豊・剥慈費は」虚必姜です

106.0

AV.36W1仕様表

78.2

64.2

テレビを面白くしたい、ビクターです。
●掲敞されてぃる価格は、すぺて撫連価格てす消費悦は含まれてあり季せん●掲敞のフレヒプラウン管画面はハメコミ合成です●「ドルビー」あよびダプルD1己号はドルビーラポラトリースフィセンシングニーポレーシヨンの壹録商爆てす●CATνの墨信は、サービス
の竹なわれてぃる地域でのみ可能で、CATV各社との加入手翫きが必要です詳LくはCATV関係各社にお問い合わせください●二のテレビを営利目め、三たは公衆に視聴されることを目的として喫羊店・ホテル尋にお、、τ、PIPあよびPOP懐能を利用し、テレヒ画面を
2画面の状態にするなど、画面処理懐能を使用され'すと、薯作権庄で保護されている著作者の橿ネ」を侵署する恐れが南ります:庄意願います●二のカタログに掲敞したPIP機能など画面処理機首Eの写真は、その橿椛の一例をあらわしたもので、実際のオリジナル
峡像をイ〆ーフ化したものです。●仕様・外観は改良のため、于告な(変更することかあります●掲數されているテレビの補修用性能部品の遍低保有年数は、製造打ち切り後8年です*表紙撮影協力丸の内ループル

※この商品の配送、搬入及び設置、据付に要する費用は、すべて有料となります。
省工え、のための上手な使い方 1.こまめにスイッチを切りましょう。2.適切な明るさι音址で楽しみましょう。3.就寝前には上屯源を匂」りましょう。

ちょt亡した心づ力いで
長年ご使用のテレビは、点検を!! ■カラーテレビの補正用性能部品の最低保有期限は、製造打ち切り後8年です テレビ吸全

愛情点検

匪匠同「^
日亦ピター株式会社
※JVCは、日本ビクターの世界プランドです。

テレビ事業部
西306-06茨城県岩井市大字辺田Ⅱ06番地

●このカタログの内容については、お近(の販売
店にお尋ねください。もし、販売店でおわかりに
ならない場合は、当社へお問い合わせください。

「ピクターお客様ご相談センター」超Ⅱ3東京都文京区本郷3
丁目 14-フピクター本櫛ピルTEL.03-5684-9311ノ風543 大阪
市天王寺区小橋町10-16大阪ピクターピルTEL 06-765-4161

E^二予算を生かしたゆとりあるプラン
ビクターニュークレジット・システムを二利用ください。

ボーナス時増額返済も可能です。

1991年8月作成

●お買い上げは信用ある当店で

ト
すぐ使用を中止して・ー

電源を切り、プラグをはずして
必ず販売店に:相談ください。

●ビクターテレビ:購入の際には、必ず
保証杏を受取り、大切に保管してくた'さい

●製造番号は、安全確保上重要なもの
てす:購入の際には商品本体に電気
用品取締法に基づ(製造番号が表示さ
れているか(また、保証記鮫の製造番
号と一致しているか)お確かめくた'さい

..

※このカタログに掲載の商品の価格には消費税は含まれておりません。

Y・109041C
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